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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年9月1日(2016.9.1)

【公開番号】特開2015-120706(P2015-120706A)
【公開日】平成27年7月2日(2015.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-042
【出願番号】特願2015-1336(P2015-1336)
【国際特許分類】
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   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年6月21日(2016.6.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３４】
【表５】

【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０３７５】
　ａＤＮＰ３Ａ４－Ｆ、ａＤＮＰ３Ａ４－ＦＳＳおよびａＤＮＰ３Ｂ１抗体の熱耐性につ
いて、試料を２０℃から９５℃に１℃／分で加熱し、ＭｉｃｒＣａｌ　ＶＰ－ＤＳＣを用
いてＤＳＣ分析した。タンパク質は１０ｍＭ酢酸ナトリウム、９％ショ糖（ｐＨ５．０）
中０．５ｍｇ／ｍＬであった（図２１）。ａＤＮＰ３Ｂ１およびａＤＮＰ３Ａ４－Ｆ抗体
にて、初回転移のためにより高温で最も望ましい融解プロファイルが得られた。ａＤＮＰ
３Ｂ１およびａＤＮＰ３Ａ４－Ｆ抗体をａＤＮＰ３Ｂ１抗体については単一の融解転移お
よびａＤＮＰ３Ａ４－Ｆ抗体については二重転移の存在により識別した。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】配列表
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【配列表】
2015120706000001.app
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免疫グロブリン重鎖可変領域および免疫グロブリン軽鎖可変領域を含む、単離された抗
原結合タンパク質であって、
　前記重鎖可変領域が、配列番号１９０に記載のアミノ酸配列からなるＣＤＲＨ１、配列
番号１９４に記載のアミノ酸配列からなるＣＤＲＨ２、および配列番号２００に記載のア
ミノ酸配列からなるＣＤＲＨ３を含み、前記軽鎖可変領域が、配列番号２０４に記載のア
ミノ酸配列からなるＣＤＲＬ１、配列番号２０６に記載のアミノ酸配列からなるＣＤＲＬ
２、および配列番号２１０に記載のアミノ酸配列からなるＣＤＲＬ３を含み、ジニトロフ
ェノール（ＤＮＰ）に特異的に結合する、前記単離された抗原結合タンパク質。
【請求項２】
　前記重鎖可変領域が、配列番号２５８に記載の配列と少なくとも９５％同一のアミノ酸
配列を含む、請求項１に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項３】
　前記軽鎖可変領域が、配列番号２３６に記載の配列と少なくとも９５％同一のアミノ酸
配列を含む、請求項１に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項４】
　前記重鎖可変領域が配列番号２５８に記載のアミノ酸配列を含み、前記軽鎖可変領域が
配列番号２３６に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の単離された抗原結合タン
パク質。
【請求項５】
　ａ）配列番号１８４に記載のアミノ酸配列の成熟ポリペプチドを含む重鎖；　
　ｂ）配列番号１２１に記載のアミノ酸配列の成熟ポリペプチドを含む軽鎖；または
　ｃ）配列番号１８４に記載のアミノ酸配列の成熟ポリペプチドを含む重鎖および配列番
号１２１に記載のアミノ酸配列の成熟ポリペプチドを含む軽鎖；　
を含む、請求項１に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項６】
　前記単離された抗原結合タンパク質が、ＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３またはＩｇＧ４
を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項７】
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　キメラ抗体、ヒト化抗体またはヒト抗体である、請求項１～５のいずれか一項に記載の
単離された抗原結合タンパク質。
【請求項８】
　結合した少なくとも１つの薬理学的に活性的なポリペプチドをさらに含む、請求項１～
７のいずれか一項に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項９】
　組換え技術で産生された、請求項８に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項１０】
　抗原結合タンパク質が少なくとも１本の免疫グロブリン重鎖および少なくとも１本の免
疫グロブリン軽鎖を含み、ならびに前記免疫グロブリン重鎖の一次アミノ酸配列において
、免疫グロブリン重鎖のＦｃドメイン内部ループ内に薬理学的に活性なポリペプチドが挿
入されている、請求項９の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項１１】
　抗原結合タンパク質が少なくとも１つの免疫グロブリン重鎖および少なくとも１つの免
疫グロブリン軽鎖を含み、
　（ｉ）薬理学的に活性なポリペプチドが免疫グロブリン重鎖のＮ末端もしくはＣ末端に
結合している；または
　（ｉｉ）薬理学的に活性なポリペプチドが免疫グロブリン軽鎖のＮ末端もしくはＣ末端
に結合している、請求項８に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項１２】
　薬理学的に活性なポリペプチドが非ぺプチジルまたはぺプチジルリンカーを介して抗原
結合タンパク質に結合している、請求項８、９または１１に記載の単離された抗原結合タ
ンパク質。
【請求項１３】
　前記ぺプチジルリンカーがグリシン、セリン、アラニン、またはその組合せを含む、請
求項１２に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項１４】
　前記非ぺプチジルリンカーがポリエチレングリコールリンカーである、請求項１２に記
載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項１５】
　前記薬理学的に活性なポリペプチドが、毒素ペプチドもしくはペプチドアナログ、ＩＬ
－６結合ペプチド、ＣＧＲＰペプチドアンタゴニスト、ブラジキニンＢ１受容体ペプチド
アンタゴニスト、ＰＴＨアゴニストペプチド、ＰＴＨアンタゴニストペプチド、ａｎｇ－
１結合ペプチド、ａｎｇ－２結合ペプチド、ミオスタチン結合ペプチド、ＥＰＯ模倣ペプ
チド、ＴＰＯ模倣ペプチド、ＮＧＦ結合ペプチド、ＢＡＦＦアンタゴニストペプチド、Ｇ
ＬＰ－１もしくはそのペプチド模倣物、またはＧＬＰ－２もしくはそのペプチド模倣物で
ある、請求項８に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項１６】
　前記毒素ペプチドまたはペプチドアナログがＳｈＫまたはＳｈＫペプチドアナログであ
る、請求項１５に記載の単離された抗原結合タンパク質。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の抗原結合タンパク質および薬学的に許容し得る
希釈液、賦形剤または担体を含む、医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項２に記載の免疫グロブリン重鎖可変領域；請求項３に記載の免疫グロブリン軽鎖
可変領域；または請求項２に記載の免疫グロブリン重鎖可変領域および請求項３に記載の
免疫グロブリン軽鎖可変領域；をコードする単離された核酸。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の単離された核酸の一つまたはそれ以上を含む、請求項１～７のいず
れか一項に記載の抗原結合タンパク質を産生するための宿主細胞。
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